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Ⅰ．自己紹介および新日鐵選択の動機

Ⅱ．鉄鋼業における最近の動き　ｰｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝｰ

Ⅲ. 鉄の魅力および物理系出身者の活躍分野

Ⅳ ．物理系PD、CDへの期待
　

内容
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鉄鋼業における最近の動き
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国別粗鋼生産量推移
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1913年：世界76.5百万ｔ
米31.8、独18.9、英7.8、ソ4.7、仏4.7、日0.4

1950年：世界190百万ｔ
米88、ソ27、英17、独12、仏9、日5

1973年：世界699百万ｔ
米137、ソ132、日119、独50、英27、仏25、中25

1990年：世界770百万ｔ
ソ154、日112、米90、中66、独38、韓23

2004p年：世界1058百万ｔ
中272、ソ113、日113、米99、韓48、独46、印33

中国

日本

米国
CIS

韓国
インド

ドイツ

大正 昭和 平成

第二次大戦

Copyright（C）2009 NIPPON STEEL Corporation All Rights Reserved

日本ﾊﾞﾌﾞﾙ崩壊



•• 世界規模での鉄鋼業再編世界規模での鉄鋼業再編
– A社、M社を交えた敵対的買収

• これを迎え撃つ企業の対応
• 第二、第三の波

•• 原燃料政策の戦略的展開原燃料政策の戦略的展開
– リオティント、リオドセなど原料の寡占化

• 価格の高騰と下工程への進出
•• 市場競争のグローバル化市場競争のグローバル化

– 自動車業界の世界同時製造と更なる素材間競争
• 高級鋼への韓国・中国の進出
• 国内での生き残り

•• 地球環境問題への対応地球環境問題への対応
– 鉄鋼業としての地球温暖化抑制対策
– 環境問題を含むアジアでの日本の位置付け

• 自主行動計画～Post京都→APP
• FTAを含む日本の位置付け

•• 足元の米国金融危機に端を発した急激な世界同時不況足元の米国金融危機に端を発した急激な世界同時不況
　　 － 先進技術を準備し、次の飛躍へ備えるチャンス

この数年において鉄鋼業で起こっている変化
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• 世界の鋼材使用量（at 2003年）
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今後の鉄鋼需要への期待
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ＮＳＣ

中国
欧州

インド

東南アジア

北米

南米

GA冷延

冷延90万T/Y CGL 80万T/Y

ＢＮＡ I/N KOTEI/N TEK

冷延100万ST/Y
CGL 50万ST/Y
EGL 40万ST/Y

Arcelor-Ｍｉｔｔａｌ
Arcelor-Ｍｉｔｔａｌ

SUS

冷延100万T/Y

TATA

USIMINAS

UNIGAL

CGL 40万T/Y

　　　　　　　合弁事業
　　　　　　　提携
　　　　　　　技術協力

宝山鋼鉄
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　　　　　　　合弁事業
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宝山鋼鉄

新日鐵におけるグロ－バルネットワ－ク
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日本鉄鋼業の技術の「強み」

５．海外事業展開及びアライアンスによるグローバル展開５．海外事業展開及びアライアンスによるグローバル展開

– 日系海外トランスプラントのバックアップ

１．お客様と一体となった事業展開１．お客様と一体となった事業展開
– お客様の要請に応える商品開発・品質対応・ソリューション提供力

２．お客様が必要とする商品に対する広範囲なメニュー２．お客様が必要とする商品に対する広範囲なメニュー
– 全品種・全分野での開発・供給体制の構築

３．一貫製造技術で蓄積されたノウハウの結集３．一貫製造技術で蓄積されたノウハウの結集
– 長い経験の上に培われた一貫品質管理体制（開発・製造・サービス）

４．国内多ミル体制によるお客様への対応力強化４．国内多ミル体制によるお客様への対応力強化
– 地域に応じたお客様との密接な関係・ミル間の相互補完
– 特殊鋼材の重点拠点化

国内有力顧客との厚い信頼関係　→　高級鋼材における世界トップシェア
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鉄の魅力
および

鉄鋼業における
物理系出身者の活躍分野
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地球の誕生と鉄

ビッグバン ギボン隕鉄

約150億年前のビッグバンによって誕生した
初期の宇宙　　　ｎ（中性子）とｐ（陽子）との
衝突　　　核融合と核分裂　　　Ｆｅが生成され
増加　

隕鉄はもちろんのこと、隕石中
にも多量にＦｅが存在

鉄の誕生、人類と鉄の共生
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鉄の歴史

ＢＣ8000～4000年　隕石、隕鉄の発見、利用
ＢＣ4000～1500年　経験的に鉄の製法を発明
ＢＣ1600～1400年　製鉄法の誕生
ＢＣ1300年頃　世界へ製鉄法が拡がる
3－4世紀　鉄の道具が普及、野たたら法
8－9世紀　刀鍛冶技術の進歩

紀元前

14世紀　木炭高炉の出現
16世紀　西欧で高炉が普及
1543年　種子島に鉄砲伝来

中世

1707年　コークスを用いた高炉操業始まる
1856年　転炉法を発明
1857年　釜石甲子村洋式高炉成功（大島高任）
　　　　　　12月１日「鉄の記念日」

近世

1901年　官営八幡製鉄所操業開始
1930年代　ステンレス鋼の開発
1950年代　連続鋳造法の発展
1980年代　環境・資源・エネルギー問題に対応した製鉄プロセスの発展

市場を基盤から支える各種高級鋼材の開発・実用化

現代

たたら炉

初期の転炉
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•鉄鋼材料に未だ発展の余地はあるのか？
•研究することが未だあるのか？
•どんな夢があるのか？

•鉄鋼材料の持つ潜在能力を十分引き出していな
　　い。鋼材は、多くの可能性を秘めた魅力にあふ
れる材料である。
•鋼材の更なる高強度化の追求は、地球環境保全
と安全の確保に大きく貢献する大変インパクトの
大きい夢のある挑戦課題である。
•解決すべき技術課題も多い。
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自動車用高強度鋼板自動車用高強度鋼板
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ＢＨ鋼板

高周波焼入用鋼板

高ｒ値ハイテン

ＴＲＩＰ・ＤＰ鋼板

超ハイテン
超高強度ＥＲＷ鋼管

ＢＨ鋼板

ＢＨ鋼板

耐ＨＡＺ軟化鋼板

耐ＨＡＺ軟化ＥＲＷ鋼管

リム用７８０ハイテン

ＴＲＩＰ・ＤＰ鋼板

超ハイテン

ＴＲＩＰ・ＤＰ鋼板

ホットスタンプ用鋼板

ディスク用５９０ハイテン

パネル部材：300（従来）→340MPa（現在）
骨格部材：440→590、780、980MPa
補強部材：980→1470MPa
シャーシー部材：440→590MPa
ハイテン化率：30→40～60%

980～1470

ホットスタンプ用鋼板

ニーズ：軽量化（地球環境保全）と
　　　　　安全性の両立

物理系出身者の活躍分野：
・材料設計（固体物理、統計熱力学）、・表面・界面設計（固体物理、電気化学、表面/界面物理）、
・成形加工・構造設計（転位論、弾・塑性論、ＦＥＭ）、・接合設計（アーク・レーザ物理、界面物理）
・物理解析（電顕、アトムプローブ、X線、中性子、NMR）、・電磁場解析、・振動・騒音解析

TS　(MPa）



量子力学、統計熱力学、固体物理、

磁性物理、転位論、物理化学

連続体力学　結晶塑性

ﾅﾉとマクロを繋ぐ
手法の確立

機械工学設計

スケール：0.1～1nm

ナノ組織設計分野

構造材料設計分野

計算科学

成形品
多結晶の世界

連続体の世界

単結晶の世界

ﾅﾉ組織の世界

マルチスケール的アプローチによる材料設計

ﾅﾉ計測

三次元元素分布可視化：萌芽期 結晶粒内の微細析出物

50nmCu&CrN
10nm

スケール：１～100m

スケール：1～1000nm

スケール：

1～1000μm

スケール：

1～1000mm
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<各市場>
自動車
造船
家電
環境
ｴﾈﾙｷﾞｰ
土木・建築
等

鋼材製造プロセスと物理系研究者・技術者の活躍領域

熱力学、高温反応、シミュレーション、
流体力学、計測・制御、数学

解析技術（ＴＥＭ、ＡＰ，Ｘ線、中性子）

熱力学、高温反応、凝固、流体力学
シミュレーション、計測・制御、数学
解析技術（ＴＥＭ、ＡＰ，Ｘ線、中性子）

固体物理、熱力学、シミュレーション、
変形・破壊、表面・界面、計測・制御、数学、
解析技術（ＴＥＭ、ＡＰ，Ｘ線、中性子）

物流制御、全体最適化、数学
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ミュオン

中性子

放射光

中性子

放射光

中性子

放射光

中性子



物理系PD、CDへの期待
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PD、CDへの期待（企業で働く上で重要と思われる考え方・能力）
商売の基本サイクル：　研究　⇒　創る　→　　造る　→　売る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　種（核） 　　　　　　　　　　　芽⇒幹、果実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

V（成長速度）＝M×△G
　　M（易動度）：・高い技術力
　　　　　　　　　　・組織の壁を越えた風通しの
　　　　　　　　　　　良いコミュニケーション
　　△G（駆動力）：・ハングリー精神、・危機感
　　　　　　　　　　 ・執念､ ・夢、好奇心、情熱

新技術の誕生（核生成） 新技術の発展（成長）

前提
①戦略・シナリオ
　の共有化
　　　

②新シーズの保有

＋

新技術の導入

核(種)生成頻度
＝N×ｆ（△G)

N（核の数）：・創造性の高い
　　　　　　　　　個人の数　　

△G↑　→　ｆ（△G)↑
（駆動力）

成果＝戦略×技術力×情熱

期待：原理原則に基づいた、本質的な技術提案を！
Copyright（C）2009 NIPPON STEEL Corporation All Rights Reserved



　基本理念
　　　鉄事業を中核として、豊かな価値の創造・提供を通じ、産業の発展
と人々の暮らしに貢献します

　経営理念
　 １．社会と共生し、社会から信頼されるグループであり続けます
　２ ．たゆまず技術の創造と革新に挑戦し、技術で世界をリードします

　３．変化を先取りし、更なる進歩を目指して、自らの変革に努めます
　４．人を育て、人を活かし、活力溢れるグループを目指します　
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行動原理（悩んだ時の原点）
情熱・創造、現場・現物、自主・自律、公正・信頼、研鑽・育成

新日鐵グループ企業理念

興味のある方は、先ず新日鉄HP＜http://www.nsc.co.jp＞へ
是非アクセスして下さい。


